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微少質量検出素子である水晶振動子はガスセンサへの応用が盛んに検討されており、その電極

上に形成した感応膜のガス吸着特性がセンサ機能を支配することから、感応膜の表面物性が注目

される。特に、様々な有機材料を原料とした高周波スパッタ法によりガス吸着性に優れた感応膜

を報告してきた[1]。大気中に共存する水蒸気は、ガスセンサ特性に多大な影響を与えるため、感

応膜は疎水性の特徴を有していることが望ましいと考えられる。 

そこで、ターゲットにポリプロピレン(PP)とポリエチレン(PE)を用いて作成した高周波スパッタ

膜のガス吸着特性と表面物性について調べた。原料ポリマーは高分子焼結体を用い、大きな表面

積と内部空隙率により、炭化と製膜の促進とを期待した。製膜電力は 120 Wと 80 Wで行った。

PE 120 Wでは膜厚 0.2 μm、直径約 50 nmの柱状構造の比較的平坦な表面の薄膜となった。接触

角測定では平均 60°以上の高撥水性膜になっていることが確認された。 

Fig. 1に、窒素をキャリアガスとして、揮発性有機化合物(VOC)ガスを 500 ppmで吸着させたと

きの吸着量を示す。極性が高く炭素数が少ないガスほど吸着しやすい傾向があるが、PE 120 W（水

の接触角 67°）では極性ガスへの親和性が低下している。この PE 120 W膜について、プローブ

顕微鏡の位相モード（DFM）を用いてガス吸着時の位相遅れの変化量を調べた(Fig. 2)。位相遅れ

が大きくなるほど探針と膜表面との相互作用が大きくなる。測定時の位相遅れは -50 ~ -65 deg.で、

VOCガスを流し始めてから 5分後の変化量は極性ガス、非極性ガス共に＋側に変化し相互作用が

減少した。一方、ジエチルエーテルを吸着させた場合は相互作用が増加することがわかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1 ガス吸着特性とPE 120 W 膜の表面形状  Fig. 2 DFM 位相遅れの変化量 
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